
№ 質問項目     回答率　55％
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【1】
生徒は、自らの生き方を創り、たくましく行動することができてい
る。

17% 58% 76% 16% 4% 4%

【2】 生徒は、安全で楽しく、充実した学校生活を送っている。 32% 56% 88% 6% 4% 2%

【3】 生徒は、自ら学び、自ら考える学習ができている。 16% 50% 66% 25% 6% 3%

【4】 生徒は、学習に対して前向きに取り組んでいる。 24% 52% 75% 17% 6% 2%

【5】
学校は、教育活動説明会等で評価規準、評価方法について十分に説明
している。

17% 60% 77% 11% 4% 8%

【6】 本校の教員は、生徒一人ひとりの実態を把握し、学習指導している。 10% 51% 61% 19% 5% 15%

【7】 本校では、学校生活の中で人権に配慮した教育活動が行われている。 13% 58% 72% 8% 3% 18%

【8】 生徒は、豊かな心で互いに高め合い、学校生活を送っている。 19% 59% 78% 10% 2% 10%

【9】 本校では、生徒の健康や安全への配慮が十分にできている。 21% 64% 85% 5% 2% 7%

【10】
生徒は、社会の一員として、自らできることを考え、実践しようとし
ている。

13% 51% 64% 22% 4% 9%

【11】 本校の生徒会活動や部活動は、生徒の自主活動として充実している。 23% 58% 81% 5% 3% 11%

【12】
本校の教員は、生徒一人ひとりの実態を把握し、個に応じた指導をし
ている。

10% 50% 60% 17% 5% 18%

【13】 本校の教員は、生徒に対して共通理解された方針で指導している。 11% 53% 63% 11% 3% 22%

【14】
１年自然体験・２年校外学習・３年修学旅行の校外行事は生徒に意義
ある活動になっている。

41% 51% 92% 3% 0% 4%

【15】 体育祭は、生徒の意欲的で主体的な活動になっていた。 42% 50% 91% 3% 1% 5%

【16】
桐花祭【合唱コンクール】は、生徒が意欲的で主体的な活動になって
いた。

43% 45% 88% 4% 1% 7%

【17】
授業参観週間は、生徒や学校の様子（教育活動）を知るうえで有効な
機会になっている。

31% 52% 83% 9% 1% 7%

【18】
保護者面談は、生徒の学習・生活の様子を知るうえで有効な機会と
なっている。

47% 45% 91% 5% 1% 3%

【19】
欠席自動連絡【コクー】の導入で欠席連絡等が円滑にできるように
なっている。

53% 36% 89% 4% 1% 6%

【20】
学校・学年・学級だよりで生徒や学校の様子は保護者に十分伝えるこ
とができている。

19% 63% 82% 13% 1% 4%

【21】
学校からのメール配信は、適切な内容で配信し、十分に活用されてい
る。

38% 56% 94% 4% 1% 1%

【22】
学校HP(ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ)で、個人情報に配慮して情報が十分に公開されてい
る。

28% 48% 76% 4% 1% 20%

【23】 学校では、災害や不審者対応など、安全面に配慮がなされている。 20% 52% 72% 7% 1% 20%

【24】 ＰＴＡ活動は、教育活動を支援し、積極的に活動している。 19% 54% 73% 5% 2% 21%

【学習】 学習に関しては、市の状況等から比較的良い結果も
でています。自ら進んで取り組む姿勢の高い生徒も多いが、
反面、学習意欲を無くしている生徒もいます。学校としては、
１・２年生対象に長期休業中の行い学習意欲を高める取組を
しています。学習評価は、令和３年度より３観点に変更され見
直し改善がなされており、特に主体的な学習への取組につい
ては、知識・技能、思考・判断・表現の学習状況を分析的に評
価することになっています。

【学校連絡・情報サービス】COCOO（コクー）については、大変有効
なツールとして活用しています。特に朝の欠席連絡が円滑になり、
職員の負担も軽減し、家庭からの連絡も具体的に連絡していただ
けているため円滑な対応をすることが出来るようになっています。
来年度からは、横浜市の小中学校が「すぐーる」というアプリを導入
し、このサービスを継続することになっています。全家庭での登録を
していただくことにより活用場面を増やし有効な情報ツールとしての
活用をしていきます。現在の登録は次年度へ継続していきます。１・
２年生でまだ登録されていない方は、担任へご相談ください。なお、
「COCOO」のメール配信は３月末で終了します。

全学年R5学校教育活動アンケート結果
　学校教育活動アンケートの実施につきましてご協力いただきありがとうございました。今年度は、COCOO（コクー）での回答をお願いしました。COCOO（コ
クー）へのご意見では、「子どもがプリントを出さないのでお知らせを配信してほしい」などがありました。来年度以降、全員の登録ができるようになれば、さ
らに活用をしていけると思います。クラスや部活動での限られた範囲での活用は今後も積極的に進めていきます。また、アンケートや出欠等についても、こ
ちらを利用しペーパーレス化を図っていきたいと考えております。

全学年で55%の回答をいただき、「そう思う」「大体そう思う」を「肯定感」ととらえて表記している。
【1】では、「そう思う」「大体そう思う」で７6％という回答から教育目標の達成度で考えると「おおむね満足」と評価されて
います。
【2】生徒の学校生活の様子ですが、90％近いことから「安心感」と評価されています。
【3】生徒が自ら考え学習することについては、「そう思う」１6％と回答する反面「あまりそう思わない」が25％と高い評
価でした。これはある意味２極化といわれている様子が評価されています。２極化とは、自ら自主的な活動をする生徒
と、そうでない生徒とに分かれている傾向をさします。
【4】では、【3】と同様の傾向があると評価されています。
【1】から【4】までは、万騎が原中の傾向とも言えます。このことから教育活動の中で学習や活動面でさらに自主的な活
動場面の設定とともに自主的な活動が苦手な生徒に支援をしていく必要があります。
【5】学習評価についてどのくらいご理解いただけているかという評価ですが、年度当初に実施している教育活動説明
会で保護者に、教科ごと授業で生徒に説明をしています。それでも不十分な点があるので「わかりやすく」「納得する」
評価への見直しが必要です。
【6】学習指導についての評価は、「あまりそう思わない」の回答が19％とやや高い評価であり、個々の学習状況を把握
するための工夫が必要です。
【7】人権に配慮した教育では日常生活の上の評価をされていることは、学校生活は、安全安心な環境であると評価さ
れています。
【10】では【3】の評価と類似しているように生徒の様子からは、２極化傾向があります。
【11】自主活動では、特に部活動の加入率81％であり、充実した活動をしていると評価されています。
【12】個に応じた指導【13】共通した方針ともに「あまりそう思わない」の回答が１０％以上あり、「わからない」も１０％を
越えています。これは、例年課題としていますが、個に応じた対応の多様化が進む中でも共通理解を十分に図り指導
することを期待されています。
【14】学年ごとの校外学習【15】体育祭【16】桐花祭への評価は、90％以上またはそれに近い評価です。校外学習で
は、ここ数年新型コロナウイルスの状況で実施に有無がありましたが今年度は、計画通り実施できています。体育祭
は、大変な盛り上がりの１日でしたが、来年度へ向けて熱中症等の対策や観戦される保護者の対応が必要です。
【17】授業参観週間は、毎年多くの方に来ていただき、特に１０月は、授業と合唱コンクールなどに多くの参観していた
だけることからも実際の活動が評価されています。
【18】保護者面談は、７月と１２月、３年は１０月（進路相談）と実施しています。家庭と学校との共有の場として最も有効
な方法として評価されています。
【19】欠席自動連絡（コクー）により毎朝の欠席連絡等が円滑にできるようになっています。次年度からは「すぐーる」が
導入され、今年度と同様にメール配信を継続して実施していきます。お知らせ等についてもペーパーレス化を図る方
向で検討しています。
【20】情報発信は、十分に伝えられていると82％の評価をされています。しかしながら、個別のご意見では、もっと生徒
の様子を知らせてほしいという要望もあり、【19】学校連絡・情報サービスの有効活用をしていきます。
【21】メール配信は、９4％の高い評価をされています。次年度は、このメール配信を【19】学校連絡・情報サービス「す
ぐーる」への一本化を考えています。
【22】学校のホームページについては、個人情報保護の観点で様々な内容を掲載できない場合もありますが内容を充
実させていけるように進めていきます。
【23】学校の危機管理についての評価は、「わからない」２０％という結果でした。学校では、年間４回の避難訓練等や
防災教育を実施しています。しかしながら、今後の課題としては、引き取り訓練を実施の検討、不審者への対応訓練
の実施等があります。
【24】PTA活動は、「わからない」が２１％という結果でした。ここ数年の新型コロナウイルスの影響で活動が減少してい
ました。常設の委員会活動以外には、特別に体育祭や桐花祭の支援をしていただくなど学校行事への参画をしていた
だきました。

【部活動】　部活動に関する意見としては、様々な具体的なご意見が
あり、ご要望等やご指摘については、顧問へ直接申して出ていただく
ことが良いと考えています。横浜市部活動ガイドラインに準じて実施す
ることになっていますが、部の活動方針や環境等の状況によって様々
な活動や取組があるようです。部活動ごとの説明会や直接顧問にご
相談いただければ部の状況等がご理解いただけます。

【生活】　学校生活に関するご意見では、「ジャージ登校をこれからも継続してもらいたい」「体
育や部活動がなくてもジャージ登校可にしてほしい」などがありました。コロナ禍で更衣する場
所等の密を避けるため、現状のようにジャージで生活することになっています。コロナ禍が落ち
着いた時には、３年前のような着替える習慣に戻すべきか検討する必要があるのではと考え
ています。学校生活がジャージで良いとなった場合は、着替えることで生活のメリハリがなくな
り現状でも心配な傾向はあります。また、「標準服」の必要性も議論されます。その他のご意見
では、生徒指導について、「ルールを守れない生徒がいるのではないか、その指導はどのよう
になっているか」と疑念を持ているというご意見もありました。学校としては、学校社会のルー
ルは守ることで社会のルールのあり方を学ぶ場面と考え指導しています。しかしながら、多様
な価値観の中で家庭の方針等を優先させてほしいという要望もあります。そのような場合に
は、ご家庭と密に連携し個に応じた指導対応ができるようにしていきます。また、現在生活指導
部を中心に生活様式について検討を重ねています。

【学校給食】　学校給食の配膳については、職員室前で配膳
し、生徒が取りに来る方法をとっています。教室前で配膳する
方法でやると生徒の負担や時間も多くかかってしまうと考えて
います。しかしながら横浜市の政策として、令和８年には、「完
全給食」として原則全生徒が「学校給食」を注文することで教
室前配膳を実施しようとしています。本校としても「完全給食」
に向けて取り組む必要があると考えています。


